
奈
良
県
営
水
道
企
業
管
理
規
程
第
三
号

各

課

水
道
局

出
先
機
関

奈
良
県
水
道
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
四
月
奈
良
県
営
水
道
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
総
務
課
長
（
奈
良
県
水
道
局
事
務
分
掌
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
四
月
奈
良

県
営
水
道
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
総
務
課
の
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を

「
所
属
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
号
様
式
の
二
の
三
」
を
「
第
一
号
様
式
の
三
」
に
、
「

総
務
課
長
」
を
「
所
属
長
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
総

務
課
長
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
第
四
項
の
遅
出
勤
務
承
認
証
を
総
務
課
長
に
返
還
し
な
け
れ
ば
」
を

「
所
属
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
十
三
条
第
十
二
項
中
「
、
活
動
計
画
書
（
第
一
号
様
式
の
八
）
を
」
を
「
活
動
計
画
書
（
第
一
号

様
式
の
八
）
を
、
当
該
休
暇
取
得
後
は
遅
滞
な
く
活
動
報
告
書
（
第
一
号
様
式
の
九
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ

」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
総
務
課
長
」
の
下
に
「
（
奈
良
県
水
道
局
事
務
分
掌
規
程
（
昭
和
四

十
二
年
四
月
奈
良
県
営
水
道
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
総
務
課
の
長
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
（
第
六
号
様
式
）
に
」
の
下
に
「
記
入
し
、
又
は
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
第
一
号
中
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
を
「

感
染
症
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
十
三
条

の
規
定
に
よ
る
交
通
の
制
限
又
は
遮
断
に
よ
り
勤
務
が
不
可
能
と
な
つ
た
」
を
「
第
六
条
に
規
定
す
る

感
染
症
及
び
検
疫
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
検
疫
感
染
症
を
い
う
。

）
の
ま
ん
延
の
防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
場
合
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「本
人
印

」
を
「本

人
確
認

」
に
、
「の

印

」
を
「の

確
認

」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
二
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
二
の
二
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。



第
一
号
様
式
の
二
の
四
及
び
第
一
号
様
式
の
三
を
削
る
。

第
一
号
様
式
の
二
の
三
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に
、
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
一
号
様
式
の
三
と
す
る
。

第
一
号
様
式
の
四
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
五
及
び
第
一
号
様
式
の
六
中
「印

」
を
「確

認

」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
七
の

中
「本

人
印

」
を
「本

人
確
認

」
に
、
「の

印

」
を
「の

確
認

」
に
、
「職

（表）

氏
名
印

」
を
「職

氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
の

中
「本

人
印

」
を
「本

人
確
認

」
に
、
「職

氏
名
印

（裏）

」
を
「職

氏
名

」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
七
の
二
の

及
び

中
「本

人
印

」
を
「本

人
確
認

」
に
、
「職

氏
名
印

」
を
「職

（表）

（裏）

氏
名

」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
八
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



第１号様式の９（第１３条関係）

活 動 報 告 書

所 属

氏 名

１ 活動期間

年 月 日～ 年 月 日

２ 活動の種類

□被災者への支援活動 □社会福祉施設等における活動 □その他

３ 活動場所

施設名等：

所 在 地：

電 話： （ ）

４ 具体的な活動内容

５ 仲介団体等の有無及び団体名

□有 □無

団 体 名：

電 話： （ ）

６ 備 考

注１ 仲介団体等（社会福祉協議会等主として活動の仲介を行っている団体のほか、自

らも活動主体となって活動を行う団体も含む。）からの要請通知等活動への参加が

証明できる書類がある場合には、当該書類を添付する。

２ 「３ 活動場所」は、活動場所が支援する相手の居宅である場合には、その者の

氏名、住所等を記入する。

３ 「６ 備考」は、支援する相手の居宅における活動を仲介団体等を通じないで行

う場合に、その者の状態について記入する。



第
二
号
様
式
中
「職

氏
名

㊞

」
を
「職

氏
名

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
の
二
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

「

」
に
、

外
国
滞
在
事
由

「
外
国
滞
在
事
由

を

（期
間
の
再
度
の
延
長
が

」

必
要
な
事
情

）

（

に
、
「
□

配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延

）

」
「

「
□

配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延
長

長

」
を

に
、

年
月

日
か
ら

（
□

再
度
の
延
長

）

」
「

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

を

う
ち
期
間
の
再
度
の
延
長
の
場
合
に
お

、

」

当
初
の
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間

年

年
月

日
ま
で

け
る

に
改
め
、
同
様
式
の

中
④
を
⑤
と
し
、
同
様
式
の

③

（注）

（注）

月
日
ま
で

」

中
「期
間
を

」
を
「期

間
を
初
め
て

」
に
改
め
、
同
様
式
の

中
③
を
④
と
し
、
②
を
③
と
し
、
①
の

（注）



次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

②
期
間
の
再
度
の
延
長
を
す
る
場
合
に
は

「１
申
請
に
係
る
配
偶
者

」欄
の

「外
国
滞
在

、

事
由

」欄
の
括
弧
内
に
当
該
延
長
が
必
要
な
事
情
を
記
入
す
る
こ
と

、
。

第
二
号
様
式
の
二
の
二
及
び
第
二
号
様
式
の
三
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に
、

「続
柄

」
を
「続

柄
等

」
に
、
「育

児
休
業
の
期
間
の
再
度

」
を
「再

度
の
育
児
休
業
の
期
間

」
に
、

「出
生
届
受
理
証
明
書
等

」
を
「出

生
届
受
理
証
明
書
又
は
養
子
縁
組
届
受
理
証
明
書
事
件
が
係
属

、

し
て
い
る
家
庭
裁
判
所
等
が
発
行
す
る
事
件
継
続
証
明
書
児
童
相
談
所
長
が
発
行
す
る
委
託
措
置
決

、

定
通
知
書
又
は
証
明
書
等

」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に

改
め
る
。

第
四
号
様
式
の
二
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に
、
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
、
「出

生
届
受
理
証
明
書
等

」
を
「出

生
届
受
理
証
明
書
又
は
養

子
縁
組
届
受
理
証
明
書
事
件
が
係
属
し
て
い
る
家
庭
裁
判
所
等
が
発
行
す
る
事
件
継
続
証
明
書
児

、
、

童
相
談
所
長
が
発
行
す
る
委
託
措
置
決
定
通
知
書
又
は
証
明
書
等

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に
、

「続
柄

」
を
「続

柄
等

」
に
「出

生
届
受
理
証
明
書

」
を
「出

生
届
受
理
証
明
書
又
は
養
子
縁
組
届
受

理
証
明
書
事
件
が
係
属
し
て
い
る
家
庭
裁
判
所
等
が
発
行
す
る
事
件
継
続
証
明
書
児
童
相
談
所
長

、
、

が
発
行
す
る
委
託
措
置
決
定
通
知
書
又
は
証
明
書

」
に
、
「該

当
す
る
□
に
は
レ
印

」
を
「裏

面
「１

週
間
当
た
り
の
休
業
時
間
の
内
訳

」欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
日
に
勤
務
を
希
望
す
る
場
合
等
当
該
欄

に
よ
り
難
い
場
合
に
は

「備
考

」欄
に
必
要
な
事
項

」
に
改
め
る
。

、

第
五
号
様
式
の
二
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
「続
柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
、
同
様
式
の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（注）

（注

）①
変
更
後
の
休
業
態
様
に
つ
い
て
裏
面
に
記
載
す
る
こ
と

、
。

②

「３
１
週
間
当
た
り
の
休
業
時
間

」欄
及
び
裏
面
に
記
入
し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、

別
紙
に
よ
る
こ
と
。

③
裏
面

「変
更
後
の
１
週
間
当
た
り
の
休
業
時
間
の
内
訳

」欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
日

に
勤
務
を
希
望
す
る
場
合
等
当
該
欄
に
よ
り
難
い
場
合
に
は

「備
考

」欄
に
必
要
な
事

、

項
を
記
入
す
る
こ
と
。



④
該
当
す
る
□
に
は
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と
。

第
五
号
様
式
の
三
中
「印

」
を
「確

認

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
の
四
の
（
裏
面
）
中
「印

」
を
「の

確
認

」
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
中
「職

氏
名

㊞

」
を
「職

氏
名

」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
中
「氏

名
㊞

」
を
「氏

名

」
に
改
め
る
。
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